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Abstract
In this study the realities of the velocity during the dragon boat race were clarified about
Japanese international championships (2003). Moreover, time and total strokes per minute
were measured in the 250m goal point about the Tokyo Bond-cup (2005), and the Hyogo-
cup (2005) in 250 and 500m point that had been done by the same distance as a Japanese
championship.and the relation among the velocity (m/second) , stroke length (m) and pitch
(times/minute) was examined.
1) When the velocity change was seen at the 9 (25,50, 100,200,250,300,400,450,500m) point
street average time, the velocity reached 57% in the 25m point, 95% of maximum velocity in
50m point, and showed maximum velocity (4.42m/second) in the loom point. Moreover,
maximum velocity (98%) was almost maintained in 200m point. However, it decreased to
91% of maximum velocity in 250m point, and the highest depression occurred in 300m point
(3.59m/second). Afterwards the velocity was slightly recovered to 87% of maximum veloci-
ty and it was almost maintained to the goal.
2) Maximum velocity was seen in 50m point to 5% of team, in loom point to 28%, in 200m
point to 39% and in 250m point to 28%, respectively.
3) The correlation was admitted for both in the goal time and the various place point street
time significant correlations to be seen, and to rise as it approached the goal. The multiple
correlation coefficient at 250m point street time and the goal time showed open (0.95), mix-
ture (0.95), women (0.98). This suggests that 95% of the race result decided in 250m
street point.
4) A regression line of V=0.0326p+1.447 (r=0.658) and a significant correlation were admit-
ted to be in the average velocity (v) and the average pitch (p) in the open of Tokyo Bond-
cup. Moreover regression line of V=0.8127s+1.064 (r=0.524) and a significant correlation
were obtained between the average velocity (v) and the average stroke length (s).
And, that of the mixture were V=0.0443p+0.409 (r=0.550), and V=1.1075s+0.222 (r=0.785).
キーワード　ドラゴンボート.速度曲線.ストローク長.ピッチ.日本選手権
*兵庫教育大学　　　　　Hyogo University of Teacher Education
**四天王寺国際仏教大学International Buddhist University
-67-
越智祐光ら:ドラゴンボートのレース速度ならびにピッチ・ストローク
Ⅰ.目　　的
ドラゴンボートは,漕手が進行方向を向いて
シッティングポジションでパドルを使って漕
ぎ,明確に規定された障害のないコースで,着
順・タイムを競う競技である(写真1参照)。
左漕ぎ10人,右漕ぎ10人の計20名の漕手と, 1
名の舵取り, 1名の太鼓手(ドラマー)の計22
名が龍頭,龍尾のついた約15mの艇に乗り込む
ラージボートと,漕ぎ手が10人で12人のクルー
で編成されるスモールボートがある。国際ルー
ルでは,オープン(クルーの性に制約がない),
男女混合(20人の漕ぎ手の内,男女いずれかが
8人必要),女子(ドラマー,舵取りを含むク
ルー全員が女子でなければならない)の,各カ
テゴリーにおいて、 250, 500, 1000mの距離で
競技が競われる。
ドラゴンボートの競技力を向上させるために
は,パフォーマンスとしてのタイムを測定する
だけでなく,レース経過に伴う速度変化の実態
や,速度とピッチ・ストローク長の関係を知る
ことは重要であるが,これらの実態を明らかに
した報告は見られない。
そこで本研究では,日本代表選考会である第
16回日本国際龍舟選手権大会(2003 :以下,日
本選手権),東京ボンドカップ(2005),兵庫カ
ップ(2005)の3大会についてレースの実態分
析を試みた。
すなわち, 500mの距離で争われる日本選手権
では, 9地点の通過タイムを測定し,速度曲線
を求めるとともに,漕フォームをVTRに撮影し
た。
また,日本選手権と同距離で行われる兵庫カ
ップでは, 250, 500m地点でタイムと総ストロ
ーク数を実測した。さらに, 250mの距離で行わ
れる東京ボンドカップでは,ゴールタイムと総
ストローク数を測定した。
これらの結果は、今後漕法の動作分析を行う
地点の選定や、チーム選択の基礎資料にもなる
と考えられる。
Ⅱ.方　　法
2003年7月20E上　図1に示す大阪市の大川特
設コース 行われた日本選手権の全28レースに
ついて, 25, 50, 100, 200, 250, 300, 400,
450, 500mの9地点における通過タイムをストッ
プウオッチで実測した。計測結果から各区間の
平均速度を求め,レース経過に伴う速度変化の
実態を明らかにした。
また,兵庫カップについては, 250m地点通過
タイムと500mゴールタイムを,ストップウオッ
チを用いて測定するとともに,スタートから
写真1.ドラゴンボートのレース風景
注) ○はスリットラインを構成する、計測地点対
岸に設置したマーク
図1.大川特設コースの概要とタイム測定地点
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250m,スタートから500m地点の,総ストロー
ク数をカウンターを用いて実測した。
250mの距離で行われた東京ボンドカップで
は,ゴールタイムと総ストローク数を,ストッ
プウオッチとカウンターを用いて実測した。
ストローク長は,漕距離を総ストローク数で
除すことによって求めた。また,ピッチは,前
半250m,後半250m, 500m全体の総ストローク
数を通過タイムで除すことによって求めた。
その際,いずれの大会においても計測地点の
対岸にマーカーを設置し(写真1参照),計測
地点側に糸を張り,仮想のスリットラインを作
成し,それぞれの地点通過の瞬間が判定出来る
ようにした。
Ⅲ.結果ならびに考察
l.日本選手権におけるレース経過の実態
(1)オープン
図2は,日本選手権オープンの準決勝進出12
チームにおける各地点通過平均タイムから求め
た速度曲線である。
速度は25m地点で最高速度の57%に, 50m地
点では95%に達し, 100m地点で最高速度
(4.42m/s)を示した。また, 200m地点までほ
ぼ最高速度(98%)を維持していた。しかし,
250m地点で最高速度の91%に低下し, 300m地
点で最高の落ち込み(81% : 3.59m/s)を示した。
その後わずかに速度を回復し, 400m以降は最高
速度のほぼ87%の速度を維持してゴールしてい
るという傾向が見られた。なお, 300m地点での
極端な速度の落ち込みは, 250-300m地点付近
に川が流れ込んでいる影響によるものと推察さ
れる。このことは,本コースで練習しているチ
ームが練習時にも実感している。
図3は,図2で対象とした12チームの中で決
勝に進出した6チームの準決勝時と決勝時の速
度曲線を示したものである。
図2.上位18チームの平均タイムから見た速度曲線
図3. 夫膿進出6チームの準天弄　SF)・決勝時　F)
の速度曲綿
6チームの2レースにおける速度曲線パター
ンには,大きな相違は見られなかった。すなわ
ち,予選レースとは異なり,全力を発揮しなけ
ればならないレースにおいては,各チームの特
徴が速度曲線に反映されているとみてよいと考
えられた
そこで,決勝進出6チームの中から特徴ある
上位3チームを抜粋し,図4に示した。
図4.特徴ある上位3チームの速度曲線
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準決勝時に最高タイムを記録した横浜サーフ
ベイザーズ(決勝3位;以下,サーフ)の速度
経過パターンは,図2に示す18チームの平均速
度曲線パターンと近似しており,最高速度は
100m地点で出現していた。しかし,坊勢酔龍会
(準優勝;以下,坊勢)の最高速度出現地点は
250m地点で,舞浜河探検隊(優勝;以下,舞浜)
のそれは50m地点であった。
準決勝,決勝進出18チームの最高速度出現地
点は, 50mで5チーム(28%), 100mで7チーム
(39%), 200mで5チーム(28%), 250mで1チ
ーム(5%)であった。なお,出場全チームの
最高速度出現地点の分布状況を表1に示した。
坊勢は,最高速度出現地点は遅かったが,
300m地点以降の速度維持が他のチームより高い
という特徴を有しており,いわゆる追い込み型
のチームといえる。
表1.最高速度出現地点の分布状況
通過地点
カテゴリー
50m 100m 200m 250m
オー プン
23%
(3)
61%
(8)
8%
(1)
8%
(1)
女子 0%(0)
100%
(7)
0%
(0)
0%
(0)
混合 11%(4)
30%
11
59%
22
0%
(0)
注) ( )内はチーム数を示す。
サーフと坊勢のレース前半250m,後半250m
の平均速度を比べると,サーフが前半: 4.26m/s,
後半: 4.13m/sであったのに対し,坊勢のそれは
4.14m/s, 4.20m/sであった。もし坊勢がトレー
ニングを積み前半の250mをサーフと同様に漕げ
れば,坊勢のタイムは118.21秒となり,持タイ
ムを1.6秒向上させ得ることになる。このことは,
サーフにも同様にあてはまり,持タイムを0.95
秒向上させることができる。
(2)混合
図5は,日本選手権混合の部で決勝に進出し
た6チームの速度曲線を示したものである。
図5.混合決勝進出各6チームの速度曲線
各チームともに,図2に示すオープンの平均
速度曲線パターンと同様の傾向を示す事が認め
られた。最高速度出現地点は, 3チームが100m
で,残りの3チームは200m地点であった。
図6は,最高タイム(122.94秒)で優勝した陸
ペーロンチーム(以下,陸)の速度曲線を示し
たものである。
オープンで記録された最高速度(4.81m/s)を
基準に,陸の速度曲線を見ていくと,陸の最高
速度に達するまでの速度は,オープンに比して
若干劣る　25:m地点でオープンの86%, 50m地
点96%)が, 100m地点の最高速度は4.74m/s
99%　を示し, 200m地点　99%)においても
オープンと遜色は見られない。しかし, 250m地
点(96%)以降の速度維持は,オープンに比し
図6.陸の速度曲線
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て低く, 300m地点での落ち込みは特に大きかっ
た。その後,速度は回復(400m地点;91%)し,
ゴール直前の速度は,最高速度の88%を維持し
ていた。
もし陸が250m以降の速度を最高速度の90%を
維持して漕ぎ切る事ができれば,レースタイム
は117.69秒となる。環境条件が異なるので直接
比較できないが,第5回世界選手権(2004)の
成績にあてはめると2位に位置することになる
(1位のタイムは中国の117.67秒)。
これらのことから,陸チームの最大の課題は,
速度低減率を低く抑えることといえる。
(3)女子
我国の女子では,スーパードルフィン(優
勝;以下,ドルフィン)とチーム河童(準優
勝;以下,河童)の2チームが傑出しているの
が現状である。
図7は,この2チームと,両チームの各地点
の優れている方のタイムから求めた速度曲線を
示したものである。
図7.ドルフィンと河童と両チームの優れている
ほうのタイムから求めた速度曲線
両チームの優れている方のタイムから求めた
速度曲線の速度は, 25m地点で最高速度の58%
に, 50m地点では91%に達し, 100m地点で最高
速度(3.76m/s)を示した。しかし,速度は
200m地点(93%), 250m地点(90%)にかけて
徐々に低下し, 300m地点で最高の落ち込み
(79% :2.97m/s)を示した。その後, 400m
(86%), 450m (93%)にかけて速度は回復する
ものの, 80%の速度に再び低下してゴールして
いるという,オープン・混合には見られない傾
向を示した。もし, ▲印で示す,優れている方
のタイムから求めた速度曲線で500mを漕破でき
たとすれば,タイムは,優勝チーム(ドルフィ
ン, 137.92秒)よりも1.51秒短縮されることにな
る。しかし,第5回世界選手権の500mの優勝チ
ーム(イギリス:123.96秒)との間には,以前
14秒という大きな差が存在する。
500mの平均速度で比較するとドルフィン
(3.63m/s)は,イギリス(4.03m/s)の9割にし
かすぎず,女子が世界選手権を獲得するために
は, 500mの平均速度を10%上げる必要がある.
イギリス女子チームのタイムは,日本選手権
で優勝した混合の陸のタイムと近似しており,
世界を目指す女子は,これを目標に強化する必
要がある。
2.各地点通過タイムとゴールタイムの相関
図8のA-Dは,これまで述べてきた日本選
手権におけるオープン,同じく図9のA～Dは
混合の,それぞれについて,ゴールタイムと各
地点(50, 100, 250, 450m　通過タイムの関係
を見たものである。
1例をオープンでみると,両者の相関係数は,
50m地点で0.858, 100m地点で0.896, 250m地点
で0.973, 450m地点で0.999が得られた。
すなわち,ゴールタイムと各地点通過タイム
の間には,いずれも有意な高い相関関係があり,
その関係は,ゴールに近づくにつれて高くなる
傾向が見られた。
この傾向は,図7の混合・女子(図略)につ
いても同様に見られた。なお, 250m地点におけ
る決定係数は,オープン:0.95,混合:0.97,女
子:0.98を,それぞれ示した。このことは,い
ずれのカテゴリーにおいても, 250m地点通過タ
イムで, 500mゴールタイムの95%以上が説明で
きることを示唆している。
すなわち,日本チームの現状は,前半の250m
に強い,また,後半の250mに強いという顕著な
特徴を持つチームが存在しないことを示唆して
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図8.各地点通過タイムとゴールタイムの関係(オープン) 図9.各地点通過タイムとゴールタイムの関係(混合)
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いる。
これらのことから,日本代表第1次選考レー
スとして,兵庫カップと東京ボンドカップが位
置づけられ,前者は500m,後者は250mの距離
で実施されているが,両レースの成績を同等に
扱っている日本ドラゴンボート協会の選考規準
は一応妥当であるといえる。
また, 450m地点での決定係数は,オープン:
0.998,混合:0.991,女子:0.998をそれぞ
れ示した。このことは, 450m以降に追い込んで
勝利する可能性は1%以下で,非常に低いこと
を示唆している。
3.ピッチとストローク長の関係
図10-13は,兵庫カップにおける500mレース
のピッチ(回/分)とストローク長(m)が,速
度とどのような関係にあるのかをオープン,混
合について示したものである。
オープン・混合のいずれにおいても, 500mの
平均速度と1分間のピッチ数との間には有意で
はないが,予想と異なり,負の関係が示された。
すなわち,単位時間当りのピッチ数が多いチー
ムほど,速度は遅くなるという傾向が見られた。
速度は,ストローク長と単位時間当りのピッチ
数の関数である。また,速度とストローク長と
の間には正の相関関係が見られている。
これらのことから,兵庫カップの出場チーム
はピッチ数を上げて漕いでいるが,ひと漕ぎひ
と漕ぎが,推進力を生み出すことに有効に機能
していないチームの多いことを推察させた。一
方,平均速度とストローク長の間には,オープ
ン(r=0.520),混合　、r=0.815)共に有意な正
の相関関係のあることが認められた。
これらの関係を,加速区間の含まれるレース
前半の0-250mと,最高速度がほぼ維持される
250-500mに分けて検討した。
オープンの前半250mまでの速度とピッチの関
係(図10-B　は, 500m全体(図10-A)で見
るよりもさらに強い逆相関を示した。これは,
オープンの決勝に進出した6チームのうち,磯
風漕友会(65.4回/分:優勝)南風(70.3回/分:
準優勝)坊勢酔龍会(69.6回/分:3位)セピア
倶楽部(68.5回/分: 4位)等の上位チームがピ
ッチをおさえてストローク長を長くする漕法を
行っていたことが大きな要因であると考えられ
た。
しかし,混合ではオープンと異なり,レース
前半250m地点までのピッチと速度の関係(図
12-B)は, 500m全体で見たとき(図12-A)
と逆に,正の相関関係を示すようになった。
また,オープンのレース前半の速度とストロ
ーク長の決定係数(R2-0.829)は,レース全体
で見たもの(R2-0.270)より高くなる傾向を示
した。
速度とストローク長は,オープンと同様に,
混合においても正の相関を示したが,決定係数
は500m全体でみたものよりも低くなるというオ
ープンと異なる傾向が見られた。
オープンの速度とピッチの関係は,レース後
半の250-500mにおいても,レース前半に比して
相関係数は低くなるが,依然負の関係を示した。
すなわち,ピッチ数の多いチームの方が,速度
が高くなるという傾向は見られなかった。また,
混合においても,速度とピッチの関係はレース
前半と異なり,負の相関関係を示した。
一方,ストローク長と速度の関係は,オープ
ンではレース前半(R2-0.829)と比べると,後
辛(R2-0.367)の方が決定係数は低くなった。
しかし,混合では逆に,レース前半よりもレー
ス後半の方が,決定係数が高くなる(R2-0.755)
傾向を示した。
兵庫カップのオープンと混合の速度と平均ピ
ッチ,速度とストローク長の相関を調べた結果,
ピッチをおさえてひと漕ぎひと漕ぎを大切に漕
いでいるチームがある一方,ピッチを上げても
推進力に有効に変換できていないチームの多い
ことが伺われた。
図14・15は,東京ボンドカップにおける250m
レースのピッチ(回/分)とストローク長(m)
が,速度とどのような関係にあるのかをオープ
ンと混合について示したものである。
平均速度と平均ピッチ,平均速度と平均スト
ローク長の関係は,オープン・混合のいずれに
おいても有意な正の相関関係を示した。すなわ
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ち,オープンでは,速度と平均ピッチの間に
{V=0.033p+1.447 (r=0.658)}の回帰式が得られ,
速度と平均ストローク長{V=0.813s+1.064
(r=0.524)}よりも高い相関関係のあることが認
められた。
これらのことは,ピッチを1分当り10回上げ
ると,平均速度は0.33m/s上昇でき,ストロー
ク長を10cm伸ばせれば,速度を0.08m/s上昇さ
せ得ることを示している。混合においてもオー
プンと同様に速度と平均ピッチ{V=0.044p+0.409
(r=0.550) },平均ストローク長{V-1.108s+0.222
(r=0.75)の間には有意な直線回帰式が得られ
たが,相関関係はストローク長の方が高かった。
すなわち,兵庫カップのオープンレース全体で
見ても,レース前半の250mまでで見ても,平均
速度とピッチの関係は,東京ボンドカップとは
異なる傾向を示した。しかし,世界の強豪チー
ムのピッチは80回/分を超えていたこと,また,
図10.兵庫カップにおける速度とピッチの関係(オープン) 図11.兵庫カップにおける速度とストローク長の関係(オープン)
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速度はストローク長と単位時間当りのピッチの
関数であることから,兵庫カップのオープンに
見られる速度とピッチの間の負の相関関係は,
例外的な現象と考えられる。
すなわち,世界を目指すためには,ピッチ数
を上げても推進力を落とさずに漕げるようにな
る必要がある。
ちなみに,世界に互して闘える,秒速4.6m/
sの速度を得るためには,現状のストローク長
(3.8m)を維持したとして,ピッチ数を72.6回/
分にまで高めなければならないことになる。同
様に,ピッチを100回/分にするとすれば,スト
ローク長は2.8mで,秒速4.6m/sの速度が得られ
ることになる。
Ⅳ.要約
国内における日本代表選考の対象となる3大
会についてレースの実態分析を試みた。
図12.兵庫カップにおける速度とピッチの関係(混合) 図13.兵庫カップにおける速度とストローク長の関係(混合)
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すなわち,日本国際選手権大会(2003)につい
ては, 9地点の通過タイムから,速度経過の実
態を明らかにした。また,日本選手権と同距離
で行われた兵庫カップについては, 250と500m
地点で, 250mの距離で行われる東京ボンドカッ
プについては,ゴール地点でタイムと総ストロ
ーク数を実測し,速度(m/s)　ピッチ(回/
分) ・ストローク長(m)の関係を検討した。
1)日本選手権のオープンで,準決勝・決勝に
進出した18チームの各地点通過平均タイム
から見た速度変化は, 25m地点で最高速度
の57%に, 50m地点では95%に達し, 100m
地点で最高速度(4.42m/s)を示した。また,
200m地点までほぼ最高速度　98%　を維持
していた。しかし, 250m地点で,最高速度
の91%に低下し, 300m地点(3.59m/s)で
最高の落ち込みを示した。その後わずかに
速度を回復し, 400m以降は最高速度の87%
の速度を維持してゴールしているという速
度経過を示した。この速度経過パターンは,
混合・女子についてもほぼ同様に認められ
た
2)最高速度出現地点は,オープンの準決勝・
決勝に進出した18チームで見ると, 50mで
5チーム(28%), 100mで7チーム(39%),
2 で5チーム(28%), 250mで1チーム
5%　であった。また,混合の決勝では
100mで3チーム　50% , 200mで3チーム
図14.東京ボンドカップにおける速度とピッチ・
ストローク長の関係(オープン)
図15.東京ボンドカップにおける速度とピッチ・
ストローク長の関係(混合)
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(50%)が,女子の決勝進出チームは,全
て100m地点で最高速度を記録していた。
3)ゴールタイムと各地点通過タイムの間には,
いずれも有意な相関関係が見られ,相関関
係は,ゴールに近づくにつれて高くなるこ
とが認められた。そして,レース中盤の
250m地点通過タイムとゴールタイムの決定
係数は,オープンで(R2=0.95),混合で
(R2=0.95),女子で　R2=0.98　が得られた。
このことは, 250m地点でレースの95%が決
していることを示唆している。
4)東京ボンドカップにおける平均速度と平均
ピッチの間には,オープンでは
V=0.033p+1.447 (r=0.658)の,混合では
V=0.0443p+0.409 (r=0.550)の直線回帰式
と有意な相関関係のあることが認められ
た。また,平均速度と平均ストローク長の
間には,オープンではV=0.813s+1.064
(r=0.524)の,混合ではV=1.108s+0.222
(r=0.785)の関係式が得られた。
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